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工 種 積算基準（参考資料）
(H25) 参 1-2-1

改 正 理 由 技術者単価における測量上級主任技師の廃止

改 正 現 行 備 考

第１章 積算基準（参考資料） 第２章 積算基準（参考資料）

第１節 積算基準 第１節 積算基準
１－１ 技術者の職種区分 １－１ 技術者の職種区分

参考までに設計業務等における技術者の職種区分定義を下記のとおり示す。 参考までに設計業務等における技術者の職種区分定義を下記のとおり示す。

（１） 測量技術者 （１） 測量技術者
職種区分定義 職種区分定義

① 測量上級主任技師：測量士でかつ技術士（総合技術監理部門・応用理学部門・情報工学部
門・建設部門）又はこれと同等の能力を有す技術者で，特に高度な業
務の計画，解析並びに技術管理等の責任者または指導的技術者。

① 測 量 主 任 技 師：測量士で業務全般に精通するとともに複数の業務を担当する者。 ② 測 量 主 任 技 師：測量士で業務全般に精通するとともに複数の業務を担当する者。
また，業務の計画及び実施を担当する技術者で測量技師等を指揮，指 また，業務の計画及び実施を担当する技術者で測量技師等を指揮，指
導する者。 導する者。

② 測 量 技 師：測量士で測量主任技師の包括的指示のもとに業務の計画，実施を担当 ③ 測 量 技 師：測量士で測量上級主任技師又は測量主任技師の包括的指示のもとに業
する者。また，測量技師補又は撮影士等を指揮，指導して測量を実施 務の計画，実施を担当する者。また，測量技師補又は撮影士等を指揮，
する者。 指導して測量を実施する者。

③ 測 量 技 師 補：上記以外の測量士又は測量士補で測量技師の包括的指示のもとに計画 ④ 測 量 技 師 補：上記以外の測量士又は測量士補で測量技師の包括的指示のもとに計画
に従い業務の実施を担当する者。また，測量助手を指揮，指導して測 に従い業務の実施を担当する者。また，測量助手を指揮，指導して測
量を実施する者。 量を実施する者。

④ 測 量 助 手：測量技師又は測量技師補の指揮，指導のもとに測量作業における難易 ⑤ 測 量 助 手：測量技師又は測量技師補の指揮，指導のもとに測量作業における難易
度の高い補助業務を担当する者。 度の高い補助業務を担当する者。

⑤ 操 縦 士：測量用写真の撮影等に使用する事業用航空機の操縦免許保有者で操縦 ⑥ 操 縦 士：測量用写真の撮影等に使用する事業用航空機の操縦免許保有者で操縦
を担当する者。 を担当する者。

⑥ 整 備 士：一等又は二等航空整備士の免許保有者で測量用写真の撮影等に使用す ⑦ 整 備 士：一等又は二等航空整備士の免許保有者で測量用写真の撮影等に使用す
る航空機の整備を担当する者。 る航空機の整備を担当する者。

⑦ 撮 影 士：測量士又は測量士補で測量技師の包括的指示のもとに測量用写真の撮 ⑧ 撮 影 士：測量士又は測量士補で測量技師の包括的指示のもとに測量用写真の撮
影業務及び航空レーザ計測を担当する者。また，撮影助手を指揮，指 影業務及び航空レーザ計測を担当する者。また，撮影助手を指揮，指
導して撮影等を実施する者。 導して撮影等を実施する者。

⑧ 撮 影 助 手：撮影士の指揮，指導のもとに測量用写真の撮影等の補助業務を担当す ⑨ 撮 影 助 手：撮影士の指揮，指導のもとに測量用写真の撮影等の補助業務を担当す
る者。 る者。

積算上の注意事項



工 種 積算基準（参考資料）
(H25) 参 1-2-5

改 正 理 由 消費税率改定に伴う日当等の改正

改 正 現 行 備 考

積算上の注意事項



工 種 積算基準（参考資料）
(H25) 参 1-2-6

改 正 理 由 消費税率改定に伴う日当等の改正

改 正 現 行 備 考

積算上の注意事項



工 種 積算基準（参考資料）
(H25) 参 1-2-9

改 正 理 由 公益法人制度改革に伴う項目の削除

改 正 現 行 備 考

第１章 積算基準（参考資料） 第１章 積算基準（参考資料）

第１節 積算基準 第１節 積算基準
１－８－２ 公益法人等に発注する場合

（削除） 公益法人等に発注する場合の諸経費は、測量業務においては直接測量費（成果検定費を除
く）,地質調査においては対象額（直接調査費＋間接調査費）に諸経費率を乗じて得た額の 90
％を限度として算定する。

測量業務
諸経費＝直接測量費（成果検定費を除く）×諸経費率×９０ /１００

地質調査
諸経費＝対象額（直接調査費＋間接調査費）×諸経費率×９０ /１００

１－８－２ 近接して発注する場合 １－８－３ 近接して発注する場合
測量業務及び地質調査業務において、近接して業務を発注する場合においても諸経費の調 測量業務及び地質調査業務において、近接して業務を発注する場合においても諸経費の調
整は行わない 整は行わない

積算上の注意事項



工 種 橋梁詳細設計
(H25) 参 4-1-39

改 正 理 由 橋梁詳細設計の「座標計算」「施工計画」「動的照査」の補足

改 正 現 行 備 考

第４節 橋梁設計 第４節 橋梁設計
４－２ 橋梁詳細設計 ４－２ 橋梁詳細設計

４－２－１ 積算についての注意事項 ４－２－１ 積算についての注意事項

（１）１橋当りの歩掛 （１）１橋当りの歩掛
１） 座標計算，施工計画，動的照査については，上部工，下部工， 座標計算，施工計画，動的照査については，上部工，下部工，

基礎工，架設工を全て含んだ１橋当りの歩掛として計上する。 基礎工，架設工を全て含んだ１橋当りの歩掛として計上する。
なお、１橋当りの歩掛には，１構造体として設計される橋梁に

対して座標計画，施工計画，動的照査を行う為、橋種が異なる場
合であっても連続高架橋は１橋分の歩掛を計上する。

また，上下線の設計を行う場合，上下線で分離していて１構造
体としての連続性がなければ２橋分を計上し，横断方向に上部工
上下線を１下部工が担う場合は１連続体として計上する。

２） 標準歩掛に記載している上部工橋種及び適用条件以外の場合は， 標準歩掛に記載している上部工橋種及び適用条件以外の場合は，
別途考慮するものとする。 別途考慮するものとする。
（例：少数主桁橋は標準歩掛に記載している上部工橋種として記載 （例：少数主桁橋は標準歩掛に記載している上部工橋種として記載
が無いため別途考慮する。） が無いため別途考慮する。）

積算上の注意事項



工 種 砂防構造物設計
(H25) 参４ -１ -６６

改 正 理 由 基準書内の記載（表現）の統一

改 正 現 行 備 考

第９節 砂防構造物設計 第９節 砂防構造物設計

９－１ 積算例 ９－１ 積算例 文字修正
９－１－１ 砂防堰堤予備設計 ９－１－１ 砂防えん堤予備設計

（１） 積 算 条 件 （１） 積 算 条 件
１） 堰堤基数：砂防堰堤１基 １） えん堤基数：砂防えん堤１基
２） 堰堤型式及び堰堤高：予備設計にて決定する。ただし，堰堤高については H=15m ２） えん堤型式及びえん堤高：予備設計にて決定する。ただし，えん堤高については H=15m

未満とする。 未満とする。
３） 基礎工検討及び景観検討を行う。 ３） 基礎工検討及び景観検討を行う。
４） 現地踏査を行う。 ４） 現地踏査を行う。
５） 打合せ回数：４回（標準歩掛＝第１回＋中間２回＋成果品納入時＝４回） ５） 打合せ回数：４回（標準歩掛＝第１回＋中間２回＋成果品納入時＝４回）

（２） 計 算 例 （２） 計 算 例
１） 堰堤予備設計 １） えん堤予備設計

砂防堰堤予備設計標準歩掛を用いる（標準歩掛には基礎工検討及び景観検討を含んで 砂防えん堤予備設計標準歩掛を用いる（標準歩掛には基礎工検討及び景観検討を含んで
いる）。 いる）。

〔 標準歩掛 〕＝ 堰堤予備設計歩掛 ……① 〔 標準歩掛 〕＝ えん堤予備設計歩掛 ……①

２） 現地踏査 ２） 現地踏査
（注）１．により計上する。………② （注）１．により計上する。………②

３） 打合せ協議 ３） 打合せ協議
表１４．１打合せ協議標準歩掛を用いる。 表１４．１打合せ協議標準歩掛を用いる。

〔 標準歩掛 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………③ 〔 標準歩掛 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………③

４） 設計歩掛 ４） 設計歩掛

設計歩掛 ＝①＋②＋③ 設計歩掛 ＝①＋②＋③

９－１－２ 重力式（不透過型）砂防堰堤詳細設計 ９－１－２ 重力式（不透過型）砂防えん堤詳細設計
（１） 積 算 条 件 （１） 積 算 条 件

１） 堰堤型式：重力式（不透過型）砂防堰堤 １） えん堤型式：重力式（不透過型）砂防えん堤
２） 堰堤基数：１基 ２） えん堤基数：１基
３） 堰堤高：14.0 ｍ ３） えん堤高：14.0 ｍ
４） 前庭工：副堰堤工，水叩き工，側壁護岸工，床固工 ４） 前庭工：副えん堤工，水叩き工，側壁護岸工，床固工
５） 基礎工設計及び景観設計を行う。 ５） 基礎工設計及び景観設計を行う。
６） 打合せ回数：６回（標準歩掛＝第１回＋中間３回＋成果品納入時＝５回）＋中間１回 ６） 打合せ回数：６回（標準歩掛＝第１回＋中間３回＋成果品納入時＝５回）＋中間１回

（２） 計 算 例 （２） 計 算 例
１） 砂防堰堤詳細設計 １） 砂防えん堤詳細設計

現地踏査については，（注）２．により計上する。 現地踏査については，（注）２．により計上する。

〔 標準歩掛 ＋ 現地踏査 〕＝ 砂防堰堤詳細設計歩掛 ……① 〔 標準歩掛 ＋ 現地踏査 〕＝ 砂防えん堤詳細設計歩掛 ……①

２） 打合せ協議 ２） 打合せ協議
表１４．３打合せ協議標準歩掛に中間打合せを１回分の人員を加算する。 表１４．３打合せ協議標準歩掛に中間打合せを１回分の人員を加算する。

〔 標準歩掛 ＋ 中間打合せ１回の人員数 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………② 〔 標準歩掛 ＋ 中間打合せ１回の人員数 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………②

３） 設計歩掛 ３） 設計歩掛

設計歩掛 ＝①＋② 設計歩掛 ＝①＋②

積算上の注意事項



工 種 砂防構造物設計
(H25) 参４ -１ -６７

改 正 理 由 基準書内の記載（表現）の統一

改 正 現 行 備 考

９－１－３ 重力式（透過型）砂防堰堤詳細設計 ９－１－３ 重力式（透過型）砂防えん堤詳細設計
（１） 積 算 条 件 （１） 積 算 条 件

１） 堰堤型式：重力式透過型砂防堰堤（スリット部：鋼製） １） えん堤型式：重力式透過型砂防えん堤（スリット部：鋼製）
２） 堰堤基数：２基 ２） えん堤基数：２基
３） 堰堤高：10.0 ｍ（２基共通） ３） えん堤高：10.0 ｍ（２基共通）
４） 基礎工設計を行う。 ４） 基礎工設計を行う。
５） 前庭工：副堰堤工，水叩き工 ５） 前庭工：副えん堤工，水叩き工
６） 打合せ回数：５回（標準歩掛＝第１回＋中間３回＋成果品納入時＝５回） ６） 打合せ回数：５回（標準歩掛＝第１回＋中間３回＋成果品納入時＝５回）

（２） 計 算 例 （２） 計 算 例
１） 重力式透過型砂防堰堤詳細設計 １） 重力式透過型砂防えん堤詳細設計

15 ｍ以下の重力式砂防堰堤１基当りの標準歩掛を用いる，標準歩掛から工種に該当 15 ｍ以下の重力式砂防えん堤１基当りの標準歩掛を用いる，標準歩掛から工種に該当
しない側壁護岸工及び景観設計の人員を控除する。 しない側壁護岸工及び景観設計の人員を控除する。

〔 標準歩掛 － 側壁護岸工人員＋景観検討人員 〕＝ １基当り歩掛 ………① 〔 標準歩掛 － 側壁護岸工人員＋景観検討人員 〕＝ １基当り歩掛 ………①

２） ２基設計の割増し ２） ２基設計の割増し
表１４．２から複数堰堤の割増しを行う。※ 表１４．２から複数えん堤の割増しを行う。※

〔 １基当り歩掛 × 1.80〕＝ ２基当り歩掛 ………② 〔 １基当り歩掛 × 1.80〕＝ ２基当り歩掛 ………②

※ 一つの流域等に複数の堰堤を配置する場合で，現場条件が同等と考えられる場合に ※ 一つの流域等に複数のえん堤を配置する場合で，現場条件が同等と考えられる場合に
は，２基目以降を類似構造物とし「表１４．２ 歩掛の補正」を適用する。 は，２基目以降を類似構造物とし「表１４．２ 歩掛の補正」を適用する。

３） 現地踏査 ３） 現地踏査
（注）２．により計上する。………③ （注）２．により計上する。………③

４） 打合せ協議 ４） 打合せ協議
表１４．３打合せ協議標準歩掛を用いる。 表１４．３打合せ協議標準歩掛を用いる。

〔 標準歩掛 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………④ 〔 標準歩掛 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………④

５） 設計歩掛 ５） 設計歩掛

設計歩掛 ＝②＋③＋④ 設計歩掛 ＝②＋③＋④

積算上の注意事項



工 種 砂防構造物設計
(H25) 参４ -１ -６８

改 正 理 由 基準書内の数値基準の統一

改 正 現 行 備 考

９－１－４ 流路工詳細設計 ９－１－４ 流路工詳細設計

（１） 積 算 条 件 （１） 積 算 条 件
１） 流路工延長：800 ｍ １） 流路工延長：800 ｍ
２） 流路工幅：50 ｍ ２） 流路工幅：50 ｍ
３） 横工基数：床固工 Ｈ＝ 4.0 ｍ ５基 ３） 横工基数：床固工 Ｈ＝ 4.0 ｍ ５基

Ｈ＝ 3.0 ｍ ４基 Ｈ＝ 3.0 ｍ ４基
帯 工 ７基 帯 工 ７基

４） 附属施設：取水工・排水工 ３ヶ所 ４） 附属施設：取水工・排水工 ３ヶ所
５） 管理用道路・景観設計を行う。 ５） 管理用道路・景観設計を行う。
６） 予備設計は既に完了しているものとする。 ６） 予備設計は既に完了しているものとする。
７） 打合せ回数：５回（標準歩掛＝第１回＋中間２回＋成果品納入時＝４回）＋中間１回 ７） 打合せ回数：５回（標準歩掛＝第１回＋中間２回＋成果品納入時＝４回）＋中間１回

（２） 計 算 例 （２） 計 算 例
１） 流路工詳細設計 １） 流路工詳細設計

〔 標準歩掛 （床固工・帯工を除く） 〕＝ 歩掛１ 〔 標準歩掛 （床固工・帯工を除く） 〕＝ 歩掛１

表１４．８により 歩掛１ に流路工延長による補正を行う。 表１４．８により 歩掛１ に流路工延長による補正を行う。

〔 歩掛１ ×（0.07 × 800 ＋ 82.5%＝ 139%）〕＝ 歩掛２ 〔 歩掛１ ×（0.07 × 800 ＋ 82.5%＝ 139%）〕＝ 歩掛２

パーセント表示の小数点以下四捨五入 小数点以下四捨五入 数値基準修正

表１４．１０により 歩掛２ に床固工及び帯工を基数分計上する。 （以下変更なし）

〔 歩掛２ ＋ 表 14.10 床固工９基 ＋ 表 14.10 帯工７基 〕＝ 流路工詳細設計歩掛 ……①

（床固工歩掛×(1+(9-1)× 0.23=2.84））＋（帯工歩掛×(1+(7-1)× 0.23=2.38））

２） 管理用道路・景観設計による加算
表１４．９により，管理用道路・景観設計を計上する。

管理用道路・景観設計歩掛 ………②

３） 付属施設による加算
表１４．１１付属施設による加算歩掛の取水工・排水工３ヶ所計上する。

〔 表 14.11 取水・排水工歩掛 × (1+(3-1)× 0.26=1.52) 〕＝ 付属施設設計歩掛 ………③

４） 現地踏査
標準歩掛（注）２．により計上する。………④

５） 打合せ協議
表１４．１２打合せ協議標準歩掛に中間打合せ１回分の人員を加算する。

〔 標準歩掛 ＋ 中間打合せ１回の人員数 〕＝ 打合せ協議歩掛 ………⑤

６） 設計歩掛

設計歩掛 ＝①＋②＋③＋④＋⑤

積算上の注意事項


